平成26年度第1回鶴岡市予防接種対策委員会　会議録
日時：平成26年8月11日（月）
午後6時30分～午後8時

場所：にこ・ふる　3階研修室

〈出席〉

委　員　佐藤洋子、松田徹、鈴木千晴、岡田恒人、佐久間正幸、鈴木準　　　幹　事　御橋慶治

事務局　今野和恵健康福祉部長、原田真弓健康課長、志田仁美母子保健主査
〈予防接種担当〉齋藤恵美母子保健主査、石井美喜・長瀞かおり(健康課)、佐藤直美(藤島・記録)、丸山涼子(羽黒)、長谷川恵(櫛引)、佐藤明日香(朝日)、富樫梓(温海)
〈欠席〉

委　員　　小野俊孝、伊藤末志

１．　開会（進行：原田課長）
委員8名のうち半数以上の5名が出席、会議が成立していることを報告。（開会直後に1名出席し、8名中6名出席のもと開会）25年度の健康被害はなかったことについて報告。
２．　挨拶　（松田会長）　
３．　報告（議長：松田会長）（資料１Ｐ～９Ｐ）
（１）平成25年度予防接種実施報告について
①乳幼児等の定期予防接種の接種者数・接種率（事務局長瀞）
②「子ども予防接種週間」の実施結果（事務局長瀞）
③高齢者インフルエンザ予防接種の実施結果（事務局齋藤）
④高齢者肺炎球菌予防接種費用助成事業（報告：事務局齋藤）
⑤成人の風しん予防接種費用助成事業の実施結果（事務局石井）
（２）その他（事務局石井）
＜質疑応答＞
岡田委員：高齢者インフルエンザについて、予防と合併症予防に大きな成果を上げたとする理由・根拠は何かあるか？全体的にみて成果が出たと推測できると思われるということか。
事務局齋藤： 先生のおっしゃる通り。
岡田委員：わかりました。
松田議長：BCG未接種者への対応策はあるか？

事務局長瀞：入院中の方への対応として、法の長期特例制度により、予防接種を受けられるようになってから2年以内に対象年齢外でも接種することができるとされているので対象疾病に該当すれば受けられる。
４．　協議

（１）平成26年度予防接種法による予防接種実施計画について

　　　①日本脳炎予防接種の接種勧奨（事務局長瀞）
　　　②３種混合予防接種の接種勧奨（事務局長瀞）
　　　③高齢者インフルエンザ予防接種実施計画（事務局齋藤）
④償還払い制度（事務局長瀞）
（２）水痘・高齢者の肺炎球菌予防接種の定期接種化について
　　　水痘（事務局長瀞）・高齢肺球（事務局齋藤）
（３）平成26年度成人の風しん予防接種費用助成事業実施計画について（事務局石井）

＜質疑応答＞
佐久間委員：定期の肺炎球菌は、過去に一度でも接種していれば実施することが出来ないのか？

事務局齋藤：助成事業では5年経過していれば該当としていたが、定期接種では5年経過しても過去に接種歴があれば対象外となるため、定期接種としては実施出来ない。

佐久間委員：水痘ワクチンについて、例えば生後12か月から36か月までの間に任意で接種し、2回目が4歳になってしまった場合は定期になるのか？また、4歳10か月で1回目を接種したら2回目が5歳になってしまうが、定期とみなされるのか？

事務局長瀞：1回目を12か月から36か月までの間に任意接種していれば、2回目の4歳は経過措置対象外となるので定期接種としては実施できない。

　　　　　　1回目が4歳10か月の場合、過去に任意で接種していなければ経過措置対象なので定期として接種できる。2回目が5歳になると経過措置対象から外れるため、2回目は定期としては接種できず、接種する場合は任意となる。

鈴木準委員：肺炎球菌予防と高齢者インフルエンザ予防との同時接種は勧めているのか。

事務局齋藤：6日間あければ他のワクチン接種ができると示されている。市として同時接種を勧めることはなく、同時接種の問合せには主治医に相談していただくように説明している。
松田議長　：3種混合＋ポリオの未接種者への対応について、本日欠席の小野委員から事前に質問をいただいているようですが。
・3種混合＋ポリオで進めている方が4種混合に変更することについて、国では過剰接種に注意すれば変更可能としているが市の方針は？
・3種混合ワクチンが入手困難になった場合の対応は？

事務局長瀞：3種混合未完了者に対しては原則として3種混合ワクチンを使用することとなっているが、ワクチンの製造販売中止により入手困難となった場合には不活化ポリオが5回以上にならなければ4種混合ワクチンも使用可能とされている。ワクチンの販売会社に流通状況を確認したところ、現在は割り当てで少しずつ入ってきているが、今秋10月末には在庫が無くなる見込みであるという情報もある。現時点ではまだ流通しているので、ワクチンが入手出来れば今まで通り原則として3種混合での接種を勧めていただく。

　　　　　今後、注文してもすぐに納品されないなど仕入が困難になった場合は、不活化ポリオの接種回数に注意して4種混合へ変更していただく。

　　　　　ただし、ポリオの回数制限により、3種混合でなければならないのにワクチン入手が難しい場合は、市を通して厚労省に相談することが出来るので連絡をいただきたい。

　　　 　 3種混合から4種混合に切り替える場合には予診票の変更が必要なので、接種予約が入った際などに医療機関の方からお伝えいただき健康課窓口で予診票を交換していただく方法を考えている。

　　　　　本日欠席の伊藤先生にご意見を伺ったところ、新潟の方の病院では10月から一斉に4種混合に切り替えるところがあるとの情報があり、原則は、3種混合＋不活化ポリオという基本コースがあって良いと思うけど、接種期限を定めないと受けない人がいると考えられるので、鶴岡市でも一斉に切り替えるという方法も一つの手段としてあるのではないか、とのご意見を頂戴している。
市としての対応を検討したうえで、9月16日（火）に予定している医療機関説明会で3種混合・4種混合の取り扱いについて説明していきたい。
鈴木準委員：3種混合・ポリオも入手困難な状況になっているが、国が定めているポリオの接種回数が5回とならないことに留意して行えば良いと思う。
佐久間委員：3種混合の受診勧奨時に接種期限を定めて案内をしているのか？

事務局長瀞：特に期限のお知らせはしていない。

松田議長　：償還払いの件数が少ない要因は？

事務局長瀞：予防接種は早いもので生後2か月から始まるため、里帰り出産をしてもその前に戻ってきたり、予防接種に合わせて帰省する方もいると思われるので、件数が少ないと推測される。

鈴木準委員：水痘ワクチンについては、1回目接種後3か月が経過すれば2回目接種することが基本的な考えになるので、問合せがあった際は、1回目から3か月後の2回目接種を推奨して欲しい。
佐久間委員：水痘ワクチン対象者には一斉に通知するのか？一斉通知した場合、ワクチンが足りないことにならないのか。

事務局長瀞：国の方では、ワクチンが足りなくなる想定していない。
事務局齋藤：高齢者肺炎球菌の接種費用・助成額については、9月議会の補正予算案を上げている。助成額などについては9月の末に議決され確定次第お知らせしたい。
５．　そ　の　他

（１）国の動き（２）その他（事務局石井）
＜質疑応答＞
鈴木千春委員：予防接種の対象年齢から外れた場合は自己負担となるということだが、金額については案内に記載されているのか？
事務局石井　：金額については、任意接種なので6,000円～10,000円くらいであると思われるので、主治医に確認して下さいという表現をしている。
鈴木準委員：最近のエボラ出血熱流行に関連し、過去の感染症対策（ポリオなど）についての情報提供あり。

６．閉会（原田課長）
